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イノベーションは理解から
始まる
Red Hat Enterprise Linux を導入し
たからには、使える機能をフル活用し
ましょう。

 重要なサービスのデプロイ、革新的なアプリケー
ションの開発、人工知能や機械学習 (AI/ML) な
どの新しいテクノロジーの採用など、Red Hat® 
Enterprise Linux® を選択する理由はそれぞれです
が、この投資は当初の目標達成以上の結果をもたら
すことができます。Red Hat Enterprise Linux があ
れば、クラウドでより効率的にイノベーションを起こ
し、セキュリティ管理から可搬性、ライフサイクル・プ
ランニングまで、ハイブリッドおよびマルチクラウド
環境全体の基盤を構築することができます。

 この  e ブックでは、組織にとっての  Red Hat 
Enterprise Linux の価値と、データセンターおよびクラ
ウド環境全体で継続的な運用を単純化することによっ
て投資の価値を最大化する方法について説明します。
Red Hat Enterprise Linux をツールとプラットフォーム
の単一セットとして使用して、複数のフットプリントに
わたってアプリケーションとワークロードをデプロイ、
実行、保護、移動する方法をご紹介します。

Red Hat Enterprise Linux の 
詳細

Red Hat Enterprise Linux の主な機能を
チェックして、Red Hat への投資から最大限
の利益を得られているか確認しましょう。

1.  セキュリティ重視とコンプライアンス

2.   プロアクティブなサポートとリアクティブ
なサポート

3.  管理ツールとサービス

4.  ライフサイクルの選択肢と柔軟性

5.  パートナーエコシステム

6.  開発ツールおよびプログラム

7.  総所有コスト (TCO)
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Red Hat Enterprise 
Linux で IT システムを 
モダナイズ
組織の IT 変革プロセスのどの段階であっても、Red Hat Enterprise Linux 
はイノベーションを加速するための安定した基盤を提供します。

 Red Hat Enterprise Linux を導入した時点から、イノベーションのための基盤構築が始まります。クラ
ウドへの移行に伴い、Red Hat Enterprise Linux をオンサイトのデータセンターとハイブリッド環境また
はマルチクラウド環境の両方に拡張して、セキュリティを優先し、生産性、柔軟性、および運用効率を向上
させることができます。

信頼できるライブラ
リコンテンツ管理 イメージビルダー ホスト管理、

フリート管理 システムロール ID 管理

アプリケーション

ベアメタル 仮想化 エッジ

https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux
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Red Hat およびパートナーエコシステムとのコラボレーション
 Red Hat は世界最大のオープンソース企業であり、30 年以上にわたって顧客のニーズに沿ったエンタープライズ
向けオープンソースソフトウェアを開発してきた経験を持つ、Linux の信頼できるリーダーです。

 主要なオープンソース・コミュニティの信頼できるアドバイザーおよびコントリビューターとして、Red Hat はお客
様のニーズを見極め、それに応じてプロジェクトを組み上げ、相互運用性と幅広い導入を実現するためにすべての
コードをコミュニティに還元しています。また、お客様とコラボレーティブな関係を築き、お客様の要件が Red Hat 
製品に組み込まれるよう注力しています。新機能や開発への影響に対する可視性を提供することで、お客様が新し
いテクノロジーへの投資や導入を事前に計画できるよう支援します。また、お客様の要件とテクノロジーの進化に伴
い、お客様のビジネス目標を長期にわたってサポートし、成功に必要な継続性を提供します。

 Red Hat Enterprise Linux のお客様であれば、Red Hat の専門知識だけでなく、革新的で検証済みの統合ソ
リューションをあらゆるユースケースにわたって幅広く提供する大規模なパートナーエコシステムにもアクセスできま
す。Red Hat のオープンなビジネスモデルは、コラボレーションとパートナーシップに重点を置いています。これによ
りベンダー、顧客、コミュニティが一体となって成功を収め、複雑性に対処し、オープンソース IT における最も困難
な課題を解決できるようになります。

業界の垣根を越えた顧客

パートナー

ISV2

クラウドプ
ロバイダー

OEM1

システム・イン
テグレーター

オープンソース・
コミュニティ

Fedora

CNCF4

Linux 基盤

KVM3

標準化団体

ETSI5

OASIS

 1 相手先ブランド製造会社 (OEM)
 2 独立系ソフトウェアベンダー

 3 カーネルベースの仮想マシン
 4 Cloud Native Computing 

Foundation

 5 欧州電気通信標準化機構

3

https://www.redhat.com/ja/about/open-source
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Red Hat Enterprise Linux 
の価値をフルに体験
Red Hat Enterprise Linux は単なるオペレーティングシステムではありま
せん。

 Red Hat Enterprise Linux は、目標や目的達成に向けたイノベーションとエクスペリエンスのためのプ
ラットフォームを提供します。ここでは、Red Hat Enterprise Linux を活用して価値を提供し、ビジネス成
果をサポートできる、意外な 7 分野をご紹介します。

1セキュリティポスチャとコンプライアンス戦略の強化
環境全体で機能する、わかりやすく包括的なセキュリティとコンプラ
イアンス機能で信頼性を高める

 Red Hat のソフトウェア開発プラクティスにおいて、セキュリティは非常に重要な優先事項で
す。Red Hat Enterprise Linux は信頼できるテスト済みのソフトウェア・サプライチェーンを通じ
て構築されています。

 Red Hat は、Linux の力により、セキュリティのアプローチをリアクティブなものからプロアク
ティブなものへと変えています。業種や公共部門を問わず、Red Hat Enterprise Linux を使用する
ことで、セキュリティ重視でプロダクション対応のハイブリッドクラウド環境を維持するために必要
な一貫性を提供できます。カーネルライブパッチ、セキュリティプロファイル、基準認定などの組み
込み機能が、高度なセキュリティとコンプライアンスに対する高い期待に応えます。モジュール式
のパッケージ構造により、攻撃対象領域が減少し、クラウド内のシステムが保護されます。ベストプ
ラクティスに基づいた初期設定により、最初からセキュリティが強化されたシステムを構成するこ
とができます。また、付属の ID 管理ツールを使用することで、ゼロトラスト・アーキテクチャの導
入が容易になります。

はじめに | IT の先進的基盤 | Red Hat Enterprise Linux の価値 | 今すぐ始める

https://www.redhat.com/ja/topics/security/what-is-software-supply-chain-security
https://www.redhat.com/ja/topics/linux/what-is-linux-kernel-live-patching
https://access.redhat.com/products/identity-management
https://www.redhat.com/ja/topics/security/what-is-zero-trust
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 Red Hat Enterprise Linux には Red Hat 
Lightspeed (旧称 Red Hat Insights) も含まれ
ています。これは、どこからでもシステムを管理
し、IT の効率と一貫性を向上させるのに役立つ一
連のホステッドサービスです。すべての Red Hat 
Enterprise Linux システムに対するリスクの特定、
評価、修復の推奨事項により、セキュリティ運用
を単純化します。環境全体にわたるトラッキング
とガイダンスにより、長期にわたってポリシーと要
件のコンプライアンスを維持します。

 また、Red Hat 製品セキュリティチームは、リ
スクを監視して特定し、それに対処し、セキュリ
ティ評価に役立つツールとデータを提供します。
自動化されたツール、定期的なアップデートと
パッチのリリース、専門知識の提供によって、組織
の環境を保護します。

 6 Red Hat 導入事例、「スクウェア・エニックス、オンラインゲームのインフラ管理をシンプル化」、2023 年 5 月。

Red Hat のコンサルタントは弊社
の状況を的確に理解し、同じよう
な課題に直面していた他の顧客と
の問題解決経験に基づいた提案を
してくれました。6

―
宮本侑季氏
株式会社スクウェア・エニックス 情報システム部 
IT インフラストラクチャ/ビジネスオンラインイン
フラストラクチャシステムグループ

2IT とビジネスの目標達成に向けたサ
ポートの利用
専門家によるプロアクティブなサポートとリアクティブなサポートの
両方を利用することで、少ない労力でビジネスを運営

 Red Hat Enterprise Linux を選択することで、ビジネス目標と継続的な IT 運用に対する価値
あるサポートを得ることができます。Red Hat Enterprise Linux のデプロイ先を問わず、受賞歴の
あるサポートがお客様を支えます。あらゆるレベルのサポートが用意されているため、さまざまな
チームのニーズや予算に対応することができます。たとえば、開発システムにはコスト効率の高い
セルフサポートを選択し、重要なプロダクションシステムには毎日 24 時間利用できるプレミアムサ
ポートを選択することができます。Red Hat サポートチームは、Red Hat のエンジニアリングチー
ムと製品チーム、パートナーと緊密に連携して、摩擦を軽減して迅速に問題を解決します。専門分
野に基づいて、サポートコールとチケットが適切なエキスパートに直接転送されます。

https://www.redhat.com/ja/technologies/management/insights
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/insights
https://access.redhat.com/security/data
https://www.redhat.com/ja/resources/square-enix-case-study
https://www.redhat.com/ja/services/support
https://www.redhat.com/ja/services/support
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 また、Red Hat はサポートケースから得た知見を活用し、役立つ資料として Red Hat カスタ
マーポータルにまとめています。オンラインポータルを介して、リファレンスアーキテクチャ、ベス
トプラクティス、製品ドキュメント、動画、共同のディスカッション、ラボ、ツールにアクセスできま
す。さらにポータルでは、サポートとベストプラクティスの共有だけでなく、継続的なセキュリティの
脆弱性とその影響を緩和するための重要なステップに関する情報を提供します。その結果、サポー
トに関する問題の解決にかかる時間が短縮され、組織のスタッフはより戦略的なタスクに集中す
ることができます。

 さらに、より短時間でビジネス成果を達成するためのコンサルティング・サービスも提供してい
ます。IT のモダナイズ、クラウドネイティブ・アプリケーションの提供、自動化の導入など、IT 投資
の価値を最大化するために Red Hat の豊富な経験をご活用ください。また、お客様の単一窓口と
なるテクニカルアカウントマネージャー (TAM) から、技術的なアドバイスやサポートも受けられ
ます。

オープンソース OS の商用サポートを受けられ、Red Hat が提供するエンタープ
ライズグレードの機能にアクセスできるのは大きなメリットです。7

―
調査参加者
商用サポート (金融サービス)

 7 IDC ビジネス価値ホワイトペーパー (Red Hat 後援)、「Red Hat Enterprise Linux で標準化することのビジネス価値」、
Document #US52594324、2024 年 9 月。

3時間を節約しながら運用上の制御力
を確保
一貫性のある反復可能な管理エクスペリエンスにより日常的な管理
を効率化

 Red Hat Enterprise Linux は、自動化されたワークフロー、直感的な Web ベースの管理、統合
ツール、イメージモード (テクノロジープレビュー) により、再現性のある一貫した管理エクスペリエ
ンスを提供します。Red Hat Enterprise Linux により、同じ一連の管理ツールとプロセスを使用し
てすべての環境を管理できるようになり、時間と労力を節約できます。

はじめに | IT の先進的基盤 | Red Hat Enterprise Linux の価値 | 今すぐ始める

https://access.redhat.com/
https://access.redhat.com/
https://www.redhat.com/ja/services/consulting
https://www.redhat.com/ja/services/support/technical-account-management
https://www.redhat.com/ja/engage/idc-business-value-of-standardizing-analyst-material
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux/image-mode
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 Red Hat Enterprise Linux に含まれる Red Hat Lightspeed 
は、予測分析と詳細なドメイン知識を使用して、運用タスクを
効率化します。ご利用の Red Hat 製品から構成および使用に
関するデータを収集し、Red Hat の専門知識に基づいてデータ
を分析して、優先順位をつけた知見と推奨事項を生成するの
で、お客様はそれに基づいて行動することができます。Red Hat 
Lightspeed は、運用、セキュリティポスチャ、ビジネス成果を
重視しながら、停止、セキュリティイベント、過剰支出が生じる
前に、管理者や関係者に警告を発します。Lightspeed は、オン
サイト環境とクラウド環境全体で機能するため、単一のインタ
フェースからすべてを管理できます。

Red Hat Lightspeed は以下の実現に役立ちます。

• 少ない労力で標準運用環境を構築して維持

• ソフトウェアのパッチ適用とアップデートを単純化

• セキュリティ、コンプライアンス、マルウェアのリスクを特定して軽減

• IT の効率性と安定性を向上させ、クラウドにおけるワークロードのパ
フォーマンスとコストを最適化

Insights [旧称。現在の名称
は Red Hat Lightspeed] の
おかげでタスクの優先順位
付けがとても簡単になりまし
た。今では、問題の有無、ど
の程度の資産が影響を受け
るのか、問題がどの程度深
刻なのかを確認するのが非
常に容易になりました。8

―
Chris Wilkinson 氏
気象庁 
シニアシステムエンジニア

 8 Red Hat 導入事例、「英国気象庁、Red Hat Lightspeed でサーバーの展望を最適化」、2023 年 9 月。
 9 IDC Business Value Snapshot (Red Hat 後援)、「Red Hat Lightspeed のビジネス価値」、Document #US51795124、

2024 年 2 月。

 システムロールは Red Hat Enterprise Linux に含まれる Ansible® 自動化コンテンツのコレクションで
あり、これを使用すると多くの一般的な管理タスクを自動化できます。複数のシステム間で繰り返し可能
な構成を確保し、日常のシステム管理を最適化し、IT インフラストラクチャ全体でシステム管理タスクを
一貫して実行できます。また、Red Hat Satellite と Red Hat Ansible Automation Platform をデプロ
イして、開発、テスト、プロダクションの各システムの広範にわたるプロビジョニング、パッチ適用、構成、
制御を行うこともできます。

Red Hat Hybrid Cloud Console にアクセスして、Red Hat Enterprise Linux で利用可能なすべての管理
ツールをご覧ください。

20% 
IT システム管理チームの効率
の向上9

76%
予定外のダウンタイ
ムの減少9

24%
セキュリティチームの効率の向上9

33%
新しいアプリケーションや機能
の市場投入時間の短縮9

18%
開発者の生産性の
向上9

103,500 米ドル
クラウドサーバーまたは仮想マシン 100 台
あたりの平均年間利益9

Red Hat Lightspeed で時間と労力を節約
 Red Hat Lightspeed は組織全体に以下のようなビジネス価値をもたらします。

https://www.redhat.com/ja/resources/met-office-customer-qa
https://www.redhat.com/ja/resources/idc-business-value-insights-snapshot-analyst-material
https://www.redhat.com/ja/blog/introduction-rhel-system-roles
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/satellite
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://console.redhat.com/
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4思いどおりに IT ライフサイクルを 
計画
柔軟で安定したセキュリティ重視のライフサイクルオプションで、 
お客様のビジネスと IT スケジュールをサポート

 Red Hat Enterprise Linux では、サポートされている複数のバージョンから選択し、スケジュー
ルに合わせてアップグレードを行い、必要に応じて新機能を導入できるため、自信を持って将来の
計画を立てることができます。Red Hat は、各メジャーリリースと関連するマイナーリリースの一貫
したカーネルバージョンを維持し、リリースライフスパン全体でアプリケーションとハードウェアの
安定性を確保します。IT ライフサイクルは、メジャーリリースでは 10 年間のアップデートとサポー
ト、マイナーリリースでは 2 - 4 年間のアップデートとサポート、リリース間の文書化されたインタ
フェースなど、自社のスケジュールに合わせて計画します。

従来のシステムでは、移行やアッ
プデートはストレスの根源でし
た。今では当社の SAP ソリュー
ションは Red Hat テクノロジー
にサポートされているため、将
来的に移行や拡張を行う際にも
サービスを中断することなく、よ
り簡単にサポートできるという
安心感があります。10

―
Enrique Torlaschi 氏
Exolgan CIO

 Red Hat は、オペレーティングシステムのアップ
グレードを支援するために、詳細なガイダンスと
使いやすいツールを提供しています。Leapp は、
Red Hat Enterprise Linux のメジャーバージョン
間でインプレース・システム・アップグレードを実行
するために使用されるサポートツールです。システ
ムを再インストールすることなく、安心してアップグ
レードし、Red Hat Enterprise Linux の最新機能
のメリットを得ることができます。アップグレード前
の分析で、アプリケーションの互換性と修復につい
てのガイダンスが得られます。準備ができたら数分
間でアップグレードを実行し、カスタマイズ、構成、
基本設定は維持されます。

 さらに、Red Hat コンサルティング・サービスや
エコシステムパートナーを利用して、アップグレー
ドプロジェクトを加速しましょう。Red Hat のエ
キスパートは、お客様の組織と協力して、Red Hat 
Enterprise Linux のアップグレードプロセスを加速
し、重要なアプリケーションとワークロードのリス
クを低減するために必要なプラクティス、ツール、
企業文化を開発します。

 10 Red Hat 導入事例、「Exolgan、出荷業務のペーパーレス化へ進化」、2021 年 10 月。

https://access.redhat.com/ja/support/policy/updates/errata
https://access.redhat.com/ja/support/policy/updates/errata
https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata/#Extended_Update_Support
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux/upgrade-rhel
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux/upgrade-rhel
https://www.redhat.com/ja/resources/leapp-explained-detail
https://www.redhat.com/ja/services/consulting
https://catalog.redhat.com/
https://www.redhat.com/ja/resources/exolgan-case-study
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5 組織のニーズに合った環境の構築
高性能で管理しやすい一貫性のある基盤で、ビジネスのために必要
なアプリケーションを実行

 Red Hat は業界をリードするハードウェア、ソフトウェア、およびクラウドベンダーと提携し、よ
り多くの選択肢とイノベーション、より高い安定性を提供しています。Red Hat の堅牢なエコシス
テムは、最も有用で信頼性が高く、将来を見据えたパートナー・アプリケーション、製品、および
サービスを厳選して構築されています。パートナーオファリングは 1 つ 1 つを複数のユースケースで
テストし、Red Hat のプラットフォームで実行できることを確認しています。細かい認証ポリシーに
よって、高い適合性と安定した運用が向上します。また、Red Hat はエコシステムパートナーと緊密
に連携して、継続的に最新のリリースを認定しています。そのため、お客様は希望のクラウドベン
ダー、アプリケーション、プラットフォーム、統合テクノロジーおよびサービスを選択でき、しかも、
それらの連携について心配する必要はありません。たとえば、Microsoft SQL Server、SAP デー
タベースとアプリケーション、Intel および Arm プロセッサー、Dell Technologies および HPE 
サーバーはすべて、Red Hat Enterprise Linux での使用が認定されています。また、ハードウェア
パートナーとの広範な連携もあることから、Red Hat Enterprise Linux は、AI データの準備、モデ
ルトレーニング、推論などの先進的かつ高性能ワークロードにとって自然な選択肢となります。

 主要なパブリッククラウドや 1,400 を超えるリージョンのクラウドで、安心してアプリケーショ
ンを実行できます。Red Hat Enterprise Linux は、Amazon Web Services (AWS)、Microsoft 
Azure、Google Cloud マーケットプレイスから直接デプロイすることも、Red Hat から購入した
サブスクリプションを使用して、選択したクラウドで利用することもできます。また、クラウドプロ
バイダーの確約利用料や事前購入プログラムを活用して、Red Hat Enterprise Linux インスタンス
の割引価格や柔軟な支払いオプションを利用することもできます。

[Red Hat は] 低レイテンシー・テクノロジーにおいて数多くのパートナーシップと
献身的な取り組みを行っており、これは特に貿易会社にとって有益です。11

―
シニア Linux システムエンジニア
従業員数 10,001 人以上の医療機関

 11 PeerSpot レビュー、「Simplifies risk reduction and aids in maintaining compliance with industry 
standards and regulations」、2023 年 6 月。

https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux/sql-server
https://www.redhat.com/ja/partners/sap/red-hat-enterprise-linux-for-sap-hana
https://www.redhat.com/ja/partners/sap/red-hat-enterprise-linux-for-sap-hana
https://www.redhat.com/ja/partners/intel
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux/server
https://www.redhat.com/ja/partners/dell
https://www.redhat.com/ja/partners/hpe
https://www.redhat.com/ja/partners/hpe
https://www.redhat.com/ja/partners/aws/red-hat-on-aws
https://www.redhat.com/ja/partners/microsoft/red-hat-on-azure
https://www.redhat.com/ja/partners/microsoft/red-hat-on-azure
https://www.redhat.com/ja/partners/google
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/cloud-access
https://www.peerspot.com/products/red-hat-enterprise-linux-rhel-reviews?review_id=4282915
https://www.peerspot.com/products/red-hat-enterprise-linux-rhel-reviews?review_id=4282915
https://www.peerspot.com/products/red-hat-enterprise-linux-rhel-reviews?review_id=4282915
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6 継続的な成功のための開発者支援
開発、テスト、プロダクション用の共通プラットフォームにより、アプ
リケーション開発を最適化し、立ち上げ時の問題を軽減

 Red Hat Enterprise Linux には、安定した高品質のツールチェーン、ライブラリ、コンテナツール、
およびランタイムの厳選されたセットへのアクセスが付属しており、開発者がどこで作業しているか
を問わず、開発からプロダクションまでのパスを最適化します。開発者は Application Streams を
通じて、本番アプリケーションや旧バージョンを必要とするチームへのサポートを損なうことなく、
必要な言語、ツール、データベースの最新の安定したバージョンを利用することができます。各アプ
リケーション・ストリームは、セキュリティ重視のソフトウェア・サプライチェーン・アプローチによっ
て、定義されたライフサイクルにわたって保守およびサポートされるため、ユーザーはこれらのコン
ポーネントを安心して使用し、それに応じてアップグレードを計画することができます。

生成 AI を使い始める
Red Hat Enterprise Linux AI は、Red Hat 
Enterprise Linux の追加サブスクリプションで、生
成 AI モデルを開発、テスト、実行するための基盤モ
デル・プラットフォームとして使用できます。これに
は以下が含まれます。

	► オープンソースライセンスの IBM Granite 大規
模言語モデル (LLM)

	► InstructLab モデルアライメントツール

	► PyTorch とオープンソースのハードウェア・アク
セラレーターを搭載した Red Hat Enterprise 
Linux イメージ

	► Red Hat が提供するエンタープライズグレードの
テクニカルサポートとモデルの知的財産の補償

Red Hat がどのように貴社の生成 AI 導入を支援で
きるかをご覧ください。

 また、Red Hat は開発者に特化したリソー
ス、プログラム、サブスクリプションを提供し
ており、組織は Red Hat Enterprise Linux 
での開発をより簡単に、コスト効率よく行う
ことができます。Red Hat Developer プロ
グラムは、問題を解決し、仲間とつながり、
最新情報について知り、プロジェクトを前進
させるための無償の個別サブスクリプショ
ン、ツール、テクノロジー、ビルダーのコミュ
ニティを提供します。Red Hat Developer 
Subscription for Teams は、特定の開発
ユースケースを対象としたサブスクリプショ
ンで、対象となる Red Hat の既存のお客様
であれば無償で利用できます。これには、
Red Hat Developer の無償のサブスクリプ
ションのほか、e ブック、チートシート、その
他の有用なコンテンツへのアクセスが含まれ
ています。これにより、プロダクション・ワー
クロードに使用されているのと同じ革新的で
信頼性の高いプラットフォーム上で、コスト効
率よくアプリケーションを構築し、テストする
ことができます。

https://access.redhat.com/support/policy/updates/rhel-app-streams-life-cycle
https://huggingface.co/ibm/granite-7b-base
https://huggingface.co/ibm/granite-7b-base
https://www.redhat.com/ja/topics/ai/what-is-instructlab
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux/ai
https://developers.redhat.com/about
https://developers.redhat.com/about
https://www.redhat.com/ja/resources/build-and-test-apps-overview?extIdCarryOver=true&intcmp=7013a000002i72KAAQ&sc_cid=7013a000002pxvrAAA
https://www.redhat.com/ja/resources/build-and-test-apps-overview?extIdCarryOver=true&intcmp=7013a000002i72KAAQ&sc_cid=7013a000002pxvrAAA
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7 総所有コスト (TCO) の削減
運用を効率化するサポート、ツール、認定資格、リソースにより投資対
効果を最大化

 Red Hat Enterprise Linux では、エキスパートによるサポート、管理ツール、セキュリティおよび
パートナー認定資格、顧客リソースを、システム全体に適用できます。Red Hat Enterprise Linux 
での体験を最大限に活かして、以下のことを実現できます。

 12 IDC ホワイトペーパー (Red Hat 後援)、「無料版と比較したレッドハットソリューションのビジネス価値」、
Doc. #US50423523、2023 年 3 月。

540%
3 年間の投資対効果 
(ROI)12

52%
セキュリティアップデー
トの迅速化12

24%
オンサイト環境における 3 年間の運用
コストの削減12

72%
予定外のダウンタイム
の削減12

32%
IT インフラストラクチャ・
チームの効率の向上12

1,731 万米ドル
組織当たりの年間収益の増加12

 Red Hat はクラウドパートナーとも協力して、お客様がクラウド予算を最大限に活用できるよう
支援します。Red Hat からサブスクリプションを購入し、Red Hat Cloud Access 経由でお好き
なクラウドで使用できます。またはクラウドプロバイダーの確約利用料プログラムや割引プログラ
ムを利用できます。たとえば、AWS Enterprise Discount Program (EDP)、Microsoft Azure 
Consumption Commitment (MACC)、Azure ハイブリッド特典、Google Cloud Committed 
Use Discounts (CUD) を、クラウド内の Red Hat Enterprise Linux の費用に適用できます。
Red Hat Hybrid Committed Spend プログラムを活用すれば、データセンターとクラウドプロバ
イダーにまたがる割引価格と柔軟な支払いオプションが適用されます。

https://www.redhat.com/ja/resources/idc-business-value-red-hat-solutions-compared-to-unpaid
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/cloud-access
https://www.redhat.com/ja/resources/invest-your-aws-committed-spend-overview
https://www.redhat.com/ja/resources/microsoft-azure-consumption-commitment-brief
https://www.redhat.com/ja/resources/microsoft-azure-consumption-commitment-brief
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/virtual-machines/linux/azure-hybrid-benefit-linux?tabs=rhelpayg%2Crhelbyos%2CrhelEnablebyos%2Crhelcompliance
https://www.redhat.com/ja/resources/invest-your-google-cloud-spend-brief
https://www.redhat.com/ja/resources/invest-your-google-cloud-spend-brief
https://www.redhat.com/ja/blog/accelerating-transformation-open-hybrid-cloud-red-hat-hybrid-committed-spend
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オペレーティングシステムの
価値を最大限に引き出す
Red Hat Enterprise Linux をイノベーションのための安定した基盤として
使用

 ビジネスには IT インフラストラクチャが不可欠です。Red Hat Enterprise Linux は、既存のワークロー
ドやアプリケーションを除外することなく、ハイブリッド環境全体で迅速にイノベーションを実現するため
の自由と柔軟性を提供します。お客様の IT が目指している先を問わず、Red Hat Enterprise Linux はプロ
セス全体でお客様の組織とビジネス目標をサポートします。

 Red Hat カスタマーポータルにアクセスして、Red Hat Enterprise Linux サブスクリプションを通じて利
用できるあらゆる知識、ガイダンス、サポートをご覧ください。

カスタマーサポート

ドキュメント

サポートケース

サブスクリプション管理

Red Hat Ecosystem Catalog

パートナーを見つける

Red Hat Enterprise Linux 体験の最適化を始める

分析へのアクセス、Red Hat Enterprise Linux インフラストラクチャとサブスクリプションの管理な
ど、Red Hat Hybrid Cloud Console の活用方法をご覧ください。

Red Hat Enterprise Linux を最大限に活用する
方法を見る

さらに詳しく

https://access.redhat.com/support
https://docs.redhat.com/ja/products
https://access.redhat.com/support/cases
https://console.redhat.com/
https://catalog.redhat.com/
https://catalog.redhat.com/partners
https://access.redhat.com/
https://access.redhat.com/
https://access.redhat.com/products/red-hat-hybrid-cloud-console
https://access.redhat.com/products/red-hat-hybrid-cloud-console

